
　「みんなの参加でふれあいのある福祉（しあわせ）のまちづくり」を大会
主題として、下記の日程で開催いたします。当日は表彰式をはじめ鳥取赤
十字病院医師・山代豊先生を招き「東日本大震災と赤十字」と題して講演
会を行います。市民の皆様の多数の来場をお待ちしています。

日時：平成23年11月10日（木）午後1時30分開場/2時開会
会場：境港市文化ホール（シンフォニーガーデン）
日程：表彰式典

本市の社会福祉の発展に功労のあった方々の顕彰
午後2時25分～

■テーマ：「東日本大震災と赤十字」

■講 師

午後２時50分～

鳥取赤十字病院 医師

山 代  豊 氏

境港市民社会福祉大会のご案内第３４回

記 念 講 演

発行：境港市社会福祉協議会
（境港市竹内町40 ☎45‒6116）平成23年10月5日
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　障がいの有無にかかわらずお互いの交流と絆を深め、市
民の福祉意識を高めることを目的に、第31回境港市福祉
文化祭「いきいき浜っこ祭」を市民会館周辺で開催しました。
　車いすに乗って各種のスポーツに挑戦するチャレンジコ
ーナーや、福祉団体の模擬店やバザー、ゲームコーナー、
歌や踊りのステージなど多彩な催しに市内外の福祉施設や
ボランティア団体、中・高校生ボランティアなど40団体
の協力を基に約2‚000人の来場がありました。今回も「交
流」をメインに各コーナーを開設し、より障がい者との交
流を深める内容となっており、参加したボランティアは「車
いすバスケットは初めての体験だったけど、楽しんで交流
できました」と話してくれました。

「絆」
きずな

障がい者との を深める
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　市
民
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
行
っ
て
い

る
事
業
を
周
知
す
る
の
は
、
な
か
な
か
難
し

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
社
会
福
祉
協

議
会
が
身
近
な
存
在
に
な
る
た
め
に
は
、
い

か
に
住
民
に
対
し
情
報
を
発
信
し
て
い
く
か

モ

　
　福
祉
バ
ス
の
件
で
す
が
、
自
分
も
利
用

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
良
い
事
業
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
こ
れ
も
、
知
っ
て
い
る
人
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

モ

　
　事
業
計
画
を
見
て
思
っ
た
の
で
す
が
、

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
と
範
囲
が
広
い

が
、
年
間
の
行
事
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
？

モ

　
　

今
回
の
福
祉
モ
ニ
タ
ー
会
議
は
、
境
港

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
事
業
全
般

に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
市
民
目

線
で
ご
意
見
や
ご
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
し
て
い
る
地
域
福
祉
事
業
に
対

し
、
評
価
を
い
た
だ
き
、
そ
の
評
価
を
事
業

に
反
映
さ
せ
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

社

　
　

今
の
と
こ
ろ
情
報
を
発
信
す
る
方
法
は

広
報
誌
﹁
こ
だ
ま
﹂
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
様
々
な

形
で
情
報
を
発
信
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

社

　
　

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
来
場

者
が
三
千
人
も
あ
る
と
、
会
場
が
狭
く
感
じ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
天
候
の
事
な
ど

を
考
え
る
と
、
今
の
会
場
し
か
確
保
で
き
ま

せ
ん
。
来
年
は
、
会
場
配
置
の
工
夫
な
ど
を

考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

社

　
　

お
か
げ
様
で
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
事
業
で
あ

り
ま
す
。
繁
盛
期
に
は
ほ
ぼ
毎
日
運
行
す
る

社

よ
う
な
時
も
あ
り
ま
す
。
福
祉
バ
ス
が
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
ご
意
見
に
つ
い

て
は
周
知
の
方
法
な
ど
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　子
ど
も
ま
つ
り
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
、
と
て
も
良
い
事
業
だ
と
思
う
が
、
来
場

者
の
割
に
会
場
が
狭
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

モ

　社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

様
々
な
事
業
に
対
し
て
、
幅
広
い

立
場
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

や
要
望
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
事
業
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
福
祉
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
、

活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。

モニター会議

外から内から
社会福祉協議会を

見つめるモニター制度
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有
料
広
告 第36回オールミュージック・ユニオン

歌謡フェスティバル

東日本大震災支援　歌謡芸能発表会

チャリティー第36回オールミュージック・ユニオン

歌謡フェスティバル

楽しい会場にぜひ、ご来場ください。抽選で豪華景品が当たります。

問合せ先

と　き ところH23・10月16日（日）12時開演 境港市民会館

ユニオン事務局　☎090ー7376ー8751（てらもと）

〈入場無料〉

みん
なで歌おう

ユ

ニオ
ンは
歌のゆりかごです

　
　例
え
ば
、
共
同
募
金
や
日
赤
募
金
な
ど

は
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

モ
　
　

福
祉
の
範
囲
は
と
て
も
広
い
の
で
、
ど

う
し
て
も
行
事
が
多
く
な
る
こ
と
は
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

社
　
　

今
回
の｢

東
日
本
大
震
災
義
援
金｣

の

街
頭
募
金
で
も
、
同
様
の
指
摘
が
住
民
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
の
ぼ
り
旗
を
作
る
な
ど
、
周

知
の
方
法
の
改
善
を
図
り
、
今
後
も
住
民
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社

　
　全
体
を
通
し
て
や
は
り
、
社
会
福
祉
協

モ あ
れ
ば
、
も
っ
と
地
域
の
話
題
を
載
せ
る
な

ど
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

予
算
と
の
関
連
も
あ
り
ま
す
が
、
特
集

を
組
ん
だ
り
、
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
な
ど
、

前
向
き
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

社　
　今
年
度
か
ら
各
種
福
祉
団
体
の
事
務
局

を
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け
持
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
良
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。

モ
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
室
に
、
各
種

団
体
の
事
務
局
を
今
年
度
よ
り
設
置
し
て
い

ま
す
。
各
団
体
の
活
動
活
性
化
の
一
助
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
多
く
の
方
に
出
入
り
し

て
い
た
だ
き
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
の
増
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

社

　
　

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
目
に
つ
き
や

す
い
で
す
け
ど
、
や
は
り
そ
れ
以
外
の
事
業

は
住
民
に
は
見
え
に
く
い
部
分
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
逆
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
地
域
福
祉
事
業
自
体
が
、
あ
ま
り
目

立
つ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
も
理
由
の
一

つ
で
す
。
や
は
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

て
は
、
各
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
話
し
合

い
を
大
切
に
し
、
多
く
の
住
民
の
声
を
取
り

入
れ
、
地
域
福
祉
事
業
を
実
践
し
て
い
く
事

社が
重
要
で
す

の
で
、
今
後

も
皆
様
の
ご

意
見
等
を
参

考
に
し
、
事

業
を
推
進
し

て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま

す
。◎

福
祉
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
様
子
を
抜
粋
し

て
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　広
報
誌
で
情
報
発
信
を
し
て
い
る
の
で

モ

議
会
の
実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
住
民
に
周

知
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
情

報
を
住
民
に
周
知
で
き
る
よ
う
な
方
法
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
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「東日本大震災義援金」について

義援金総額

69,429円
•義援金箱（公民館等公共機関に設置） …………… 9,444円

•窓口受付（市社協、市役所窓口） ……………… 34,011円

•街頭募金（市内のスーパー等で実施） ………… 25,974円

［内訳］

※義援金受付開始からの総額（累計） 16,409,160円

　東日本大震災義援金へ多くの皆さまから温かいお気持ちをお寄せいただき、深く感謝申し
上げます。現在の義援金受け付け状況（８月１６日～９月１５日）と、ご支援いただいた企業・
団体名、個人のお名前をご報告させていただきます。
　お寄せいただいた義援金は、中央共同募金会及び日本赤十字社を通じて、被災者の生活再
建のために配分されます。

受付状況
のご報告

※名前を公表することについての同意が得られていない方につきましては、掲載を控えさせていただきますので、ご了承ください。

うえひら内科ペインクリニック ４,４５５円
義援金名簿（順不同・敬称略）

境小学校保護者と先生の会 １２,３００円

（8月16日～9月15日受付分）

「東日本大震災義援金」の受付期間が、平成２４年３月３１日まで延長になりました。
市内各公民館等に設置してある義援金箱も引き続き設置しますので、ご協力をお願いいたします。

台風12号災害義援金の募集
　平成２３年９月の台風１２号により、和歌山県中南部及び奈良県南部一帯に大きな災害が発生いたしました。和歌山県・
奈良県共同募金会では、被災された方々を支援するため、下記のとおり義援金の募集を行うことになりました。なお、お
寄せいただいた義援金は和歌山県、奈良県が設置する配分委員会の決定により被災対象地域に配分される予定です。

義援金受入口座

金 融 機 関 支店名　　　　口座番号 口 座 名 義

紀 陽 銀 行 本店営業部　　（普）２０９７７１８ 社会福祉法人 和歌山県共同募金会

和歌山県信用農業協同組合連合会 本　所　　　　（普）０００３５７２ 和歌山県共同募金会 災害用

ゆ う ち ょ 銀 行 口座記号番号　00990－8－1130 和歌山県共同募金会 台風12号災害

受 付 期 間 平成23年12月8日（木）まで

「和歌山県平成23年台風12号災害義援金」

（ア）紀陽銀行各本支店間及び和歌山県内ＪＡバンク間での振込手数料は無料になります。
（イ）上記以外の他銀行からの振込については、有料扱いになります。
（ウ）ゆうちょ銀行での振込手数料は無料になります。
（エ）ＡＴＭを利用の振込は手数料がかかります。

義援金受入口座

金 融 機 関 支店名　　　　口座番号 口 座 名 義

南 都 銀 行 神宮前支店　　（普）２０６６２３６ 社会福祉法人 奈良県共同募金会
　　会長　ト 部 能 尚奈 良 県 農 業 協 同 組 合 畝傍支店　　　（普）００２２８３８

ゆ う ち ょ 銀 行 口座記号番号　00900－8－1107 奈良県共同募金会 台風12号義援金

受 付 期 間 平成23年10月31日（月）まで

「奈良県台風12号災害義援金」

（ア）南都銀行の本支店間の窓口からの振込手数料はかかりません。
（イ）全国ＪＡバンクの窓口からの振込手数料はかかりません。
（ウ）ゆうちょ銀行本支店間の窓口での振込手数料はかかりません。
（エ）ＡＴＭを利用の振込は手数料がかかります。
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相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題
（毎週金曜日）

11月4日、11日、18日
25日

13:00

～

16:00

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（11月は第2・第4金曜日） 11月11日、25日
13:30

～

15:30

11月の相談日
相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

◇心配なこと、困っていること、何でもOK!悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

会場：老人福祉センター（竹内町）〔浜の里〕です。

ふれあい総合相談センター

要予約

◎法律相談は予約制ですので 事前にお電話ください。
※なお、法律相談は初回の方を優先します。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（毎月第２木曜日） 11月10日

13:00

～

16:00行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

11月11日

人権相談：
　鳥取地方法務局
　米子支局
　☎22-6161

行政相談：
　鳥取行政評価事務所
　行政相談課
　☎0857-24-5542

問合せ先

☎４５‒６１１６
境港市社会福祉協議会

有
料
広
告

（平成23年8月16日～平成23年9月15日）

預託
の部

月 品　　　名 預託者

９ 米 30kg 永江芳子（渡町）

払出
の部

月 品　　　名 払出先

９ 米 30kg 地区配食サービスへ

（敬称略）

善意銀行業務報告

有
料
広
告

●音響 ●通信 ●イベント用品 ●カラオケ設備
イベント用品、ふわふわドーム導入・大小テント貸出し
テープカット・式典・アドバルーン等お問い合わせください
只今　カラオケ設備リース中（カレンダー100部進呈中）
無線機のレンタルが出来ます／5W（電波法改正により）

米子市淀江町西原949
TEL（0859）56-2617   FAX（0859）56-3219

有限
会社カナリヤ総合システム

とき 10月２７日㈭
13:30～15:00

みんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーション

地域ボランティアのための地域ボランティアのための

レクリエーション講座レクリエーション講座

ところ 保健相談
　　センター
〔境港市役所敷地内〕

◉参加希望の方は下記へお問合せください。

市社会福祉協議会
（担当：松本）☎４５-６１１６

市社会福祉協議会
で購入できます!
市社会福祉協議会
で購入できます!福福 具具祉祉 用用 のの 紹紹 介介 シリーズ
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福祉用具のレンタル、購入のお問合せは 市社会福祉協議会
☎45-6116までお願いします。

シャワーキャリー（入浴用車いす）

★歩いて脱衣所や浴室に行けなくなった。
★洗身時の姿勢が安定しない。
★浴槽につかる事が難しくなった。

介護保険
で

購入でき
ます。

こんな方にお勧めします。

様々なタイプがあり、環境、身体状況に合わせてお選び頂けます。



境港市
老人福祉センターまつり

赤い羽根共同募金●期間：10月1日～12月31日

歳末たすけあい募金●期間：12月1日～12月31日
みなさまのご協力をお願いします。

「じぶんのまちを良くするしくみ。」「じぶんのまちを良くするしくみ。」

＝共同募金運動推進中!!＝

後期の敬老会が開催されました。

11月13日（日）
上道地区
9月4日

誠道地区
9月17日

境港市
老人福祉センターまつり

午後1時～午後4時
境港市老人福祉センター
　　　　  （浜の里）
境港市老人福祉センター
☎45－2468

ところ

問合せ先

と  き

　竹内町にある老人福祉センター（浜
の里）において、第5回目となる「老
人福祉センターまつり」を開催します。
　演芸・作品展・バザーなどの催しを
予定していますので、市民の皆様の多
数のご来場をお待ちしています。

第5回

※敬老会事業費の一部は、共同募金配分金を受けて実施しています。

　上道地区、誠道地区の敬老会が開催され（後期の敬老会対象者1,773名）
多彩な演芸や、地区ボランティアのおもてなしなどで地域をあげて長寿を祝
いました。
　なお、余子地区は台風の影響で中止となりましたが、記念品・祝金は後日、
対象者に届けられました。

社協だより「こだま」6
この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

₈． ₄
₁₈
₁₈
₂₂
₂₂
₂₃
₂₃
₂₅
₂₅
₂₉
₃₁
₉． ₁
₁

₂₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₁₀₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₂₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₅₀，₀₀₀
₁₀₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀

榧野とし子
松 本 達 雄
遠 藤 聰 治
関 本 博 雄
小 室 和 憲
渡 辺 志 郎
荒 木 　 巖
北 村 弥 生
遠 藤 節 江
遠 藤 功 子
板 倉 尚 夫
森 下 米 男
砂 　 謙 一

榧 野 秀 己
松 本 明 子
遠 藤 　 隆
関本美智子
小 室 邦 子
渡辺美津子
荒 木 伊 作
北 村 昭 博
遠藤美千雄
手島富茂枝
板 倉 　 正
森 下 　 勲
砂 　 弘 枝

外 江 町
渡 町
上 道 町
外 江 町
福 定 町
森 岡 町
明 治 町
渡 町
末 広 町
外 江 町
京 町
馬 場 崎 町
上 道 町

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、市社会福祉協議会（竹内町老人福祉センター東側）、または市役所（福祉課）
で取扱っています。

【お詫び】８月４日受付の榧野秀己様のご寄付について、９月号に掲載しなかったことに対し、心よりお詫び申し上げます。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

₉． ₂
₅
₇
₇
₇
₉
₉
₁₀
₁₂
₁₂
₁₂
₁₄
₁₅

₃₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₅₀，₀₀₀
₂₀，₀₀₀
₅₀，₀₀₀
₅₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₂₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₂₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀
₃₀，₀₀₀

岩 田 武 志
黒 見 俊 久
岡 田 　 喬
花 㟢 静 子
森 脇 隆 志
築 谷 宗 雄
芥 島 　 實
門 永 静 枝
遠 藤 久 子
遠 藤 　 怜
武良チヨミ
深 田 貞 雄
澤 本 祐 子

岩 田 直 美
黒 見 隆 久
岡 田 幸 夫
武 村 明 美
森 脇 尚 子
築 谷 佳 一
芥島慎太郎
門 永 　 栄
遠 藤 美 彦
福 田 将 士
武 良 公 人
深 田 則 子
澤 本 祐 介

福 定 町
日野郡日南町
新 屋 町
渡 町
渡 町
渡 町
高 松 町
馬 場 崎 町
外 江 町
外 江 町
高 松 町
馬 場 崎 町
大 正 町

こころ温まるご寄付をいただき ありがとうございました

（平成₂₃年₈月₁₆日～平成₂₃年₉月₁₅日） （敬称略）香典返しご寄付芳名録




